




（平成29年4月適用）

札幌市景観計画（抜粋）

地域的視点からの方針

全市的視点からの方針
人（暮らし）

都市

自然
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札幌の景観特性を踏まえた景観形成の方針
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(1)  自然　～自然的特性を踏まえた景観形成の方針

気候等

地形
（山地、丘陵地、
　扇状地、平地）

水とみどり

【景観形成の方針】

○四季が明瞭な気候特性を生かし、四季の変化が感じられる景観形成を図ります。

○特に、雪のある景観が札幌の個性の一つであることを踏まえ、雪に配慮した景観形成
を図ります。

○札幌の地形が持つ以下の特性を生かした景観形成を図ります。
　・山　地：自然と市街地が近接、山並みのスカイライン、ひな壇状の街並み、坂　など
　・丘陵地：波状の起伏（坂、崖、崖線の緑等）、山並みや平地への眺望　など
　・扇状地：微地形等の札幌の原風景的イメージを想起させる場所　など
　・平　地：田園風景、防風林、遠景の山並み　など

○特に、市街地の背景となる山並みは、方向や広がりを確認できる要素であることから、
山並みへの眺望に配慮した景観形成を図ります。

○主要な河川や市街地を取り巻くみどりなど、骨格となる水とみどりのネットワークを基
軸として重視するとともに、歩行空間や隣り合う敷地間などにおけるきめ細かな水とみ
どりの連続性も考慮した景観形成を図ります。

○特徴ある水辺空間や拠点となるみどりを生かした景観形成を図ります。

○札幌の植生やシンボルとなる樹木などを生かした景観形成を図ります。

○水とみどりが連続する自然環境を保全するなど、多様な生態系に配慮した景観形成を
図ります。特に、雪のある景観が札幌の個性の一つであることを踏まえ、雪に配慮した
景観形成を図ります。

自然特性を踏まえた景観形成の方針　付図

建
築
物

工
作
物

届出の対象
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届出対象行為

届出の対象となる区域
（景観計画重点区域を除く。）

届出対象規模

対象となる建築物

＊３都市機能誘導区域：都市再生特別措置法第81条の規定により定める札幌市立地適正化計画における都市機能誘導区域（都心）及び都市機能
　　誘導区域（地域交流拠点）
＊４高度地区：都市計画法第8条第1項第3号の規定により、建築物の高さの最高限度を定められている地区

高度地区の指定がある場合

延べ面積が10,000㎡（札幌市立地適正化計画の都市機能誘導区域＊3内にあっては5,000㎡）を超えるもの

築造面積が2,000㎡を超えるもの
高さが31mを超えるもの

延長（橋りょうにあっては橋長）が50mを超えるもの

延長が50mを超え、かつ最高の高さが6mを超えるもの

高度地区＊4の種類 高さ
18m高度地区、18m北側斜線高度地区

15mを超えるもの

18mを超えるもの
21mを超えるもの

31mを超えるもの

24m高度地区
27m高度地区、27m北側斜線高度地区
33m高度地区、33m北側斜線高度地区
上記以外の地区

壁面の長さが50mを超えるもの（高さが10mを超えるものに限る）
指定なし

橋りょう・擁壁などを除く

橋りょう・高架道路・
高架鉄道等

擁壁等

10,000㎡超

5,000㎡超

延べ面積が5,000㎡を超える
建築物 （札幌市立地適正化
計画の都市機能誘導区域内)

延べ面積が10,000㎡を超える
建築物

〇通常の管理行為、軽易な行為その他の行為で規制で定めるもの
〇震災、風水害、火災その他災害のために必要な応急の措置として行う行為
〇国の機関又は地方公共団体が行う行為は、通知が必要

建築物等＊1の新築（工作物にあっては新設）、増築、改築、移転、外観を変更することとなる大規模な修繕若しくは模
様替え又は外観の過半にわたる色彩の変更＊2（以下「建築等」という。）で、以下の届出対象規模に該当するもの。（ただ
し、増築にあっては、増築部分のみが下記の届出対象規模に該当しないものは届出不要。なお、当該増築の前は下記の
届出対象規模に該当せず、当該増築をもって下記の届出対象規模となるものは届出が必要。）

・届出義務に係る規定が適用除外される行為

延べ面積 高　　さ

高さが15ｍを
超える建築物
（5階相当）

高さが18ｍを
超える建築物
（6階相当）

高さが21ｍを
超える建築物
（7階相当）

届出の対象
となる規模 高さが31ｍを超える建築物（10階相当）

高度地区
の区分

指定なし60ｍ
20階相当

45ｍ
15階相当

27ｍ
9階相当

27ｍ北

33ｍ
11階相当

33ｍ北

＊１建築物等：建築物及び景観条例施行規則で定める工作物をいう。
＊２外観の過半にわたる色彩の変更：それぞれの外壁の見付面積において、その半分を超える塗り替え等を行う場合。

・建築物の高さ：建築基準法施行令第2条第1項第6号の「建築物の高さ」

※相当階数については１つの階の高さを３ｍと想定した場合とします。
※高度地区の区域は都市計画課（札幌市役所5階）又は建築指導部（札幌市役所2階）にある窓口システムや都市計画情報提供
サービス（インターネット　http://city.sapporo.jp/keikaku/web-gis/　)でご確認ください。

札幌市全域
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24ｍ

6階相当

8階相当

18ｍ北
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超
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ｍ
超
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ｍ
超

31
ｍ
超

・延べ面積：建築基準法施行
令第2条第1項第4号の「延
べ面積」
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築造面積が2,000㎡を超えるもの

2,000㎡超

【景観計画重点区域と景観まちづくり推進区域の届出等について】

景観法に基づく
景観計画に定める

条例に基づく
景観まちづくり
指針に定める

景観まちづくり
推進区域

景観計画重点
区域

景観計画区域
（札幌市全域）

景観計画区域の方針・基準や届出対象行為の他に、景観計画重点区域及び景観まちづくり推進区域においては、
地区ごとに方針・基準や、届出対象行為が定められています。

※各区域の届出等に関する詳細は、景観計画重点区域のパンフレットや地区ごとの景観まちづくり指針をご参照ください。

壁面の長さ

対象となる工作物

橋りょう・擁壁などを除く

橋りょう・高架道路・高架鉄道等 擁壁等

・壁面の長さ：前面道路の境界線において、建築
物を鉛直投影した際の水平方向の壁面の長さ

・築造面積：建築基準法施行令第2条第1項第5号の「築造面積」
・工作物の高さ：設置面からの高さ

　景観まちづくり推進区域
　　条例に基づき地域住民等と市が協議して策定した景観まちづくり指針に定める区域
　　　　方針・基準　条例に基づく景観形成の方針と景観形成基準（全市の方針・基準に加えて、地区ごとに方針・基
　　　　　　　　　  準があります。）
　　　　届　　  出　条例に基づく届出（全市の届出対象行為に加えて、地区ごとに届出対象行為があります。）

　景観計画重点区域
　　景観法に基づく景観計画区域のうち、特に良好な景観の形成を図る必要がある区域
　　　　方針・基準　景観法・条例に基づく景観形成の方針と景観形成基準（全市の方針・基準に加えて、地区ごとに方
　　　　　　　　　  針・基準があります。）
　　　　届　　  出　景観法・条例に基づく届出（原則、規模にかかわらず届出が必要）

50ｍ超

10
ｍ
超

90°〈平面図〉

隣地
境界線

隣地
境界線

〈立面図〉

壁 長

道路境界線

50ｍ超 50ｍ超

31
ｍ
超

6ｍ
超

通　知

変更命令

公　表

勧　告

審　査

届　出

設計段階の景観プレ・アドバイス （工事着手の180日前)

届出手順

手続き

構想段階の景観プレ・アドバイス （都市計画審議会に付議する前）

※届出を怠ったり、虚偽の届出をした場合などは、景観法により罰せられることがあります。

※事前協議は可能な限り早い時期に行ってください。

是正

是正

事前協議

特定届出対象
行為の場合

行為の着手

建築確認申請

竣工届の提出

日
以
内

30
日
以
内(

場
合
に
よ
り

　
日
ま
で
延
長
可
）

30

90
日
を
経
過
し
た
後

30

※手続きの詳細については「景観プレ・アドバイスの手引き」
　をご参照ください。

計画内容に変更が生じた場合
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景観プレ・アドバイス※の協議対象行為に該当する場合

届出必要書類
所定の届出書とともに、次の書類の提出が必要です。

添付図書
種　類 備　考

付近見取図

配　置　図 植栽等の外構を記載すること。

各階平面図 建築物である場合に限る。

立　面　図（各面） 各部分の仕上げ及び色彩を明示すること。
設備等を明示すること。

断　面　図

完成予想図又はパース

現況カラー写真

自己診断カルテ

敷地及び周辺の状況を示すもの

　●その他、必要な図書を求める場合があります。
　●提出内容に変更が生じた場合は、変更行為の届出を行ってください。
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手続き

完了時の手続き
行為の完了時には、竣工時の写真を添付した竣工届を提出して下さい。


















